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東京電機大学理工学部では「実学尊
重」教育の一環として行なっている「学
生の手による遠隔授業研究」にシス
コのWeb会議ソリューションである
WebExを採用、学外を含めた遠隔地
との双方向コミュニケーションを既存
のパソコン端末とインターネット回線
で簡単に実現する試みに成功した。遠
隔でも授業が十分に可能なことを確
認、時間と場所を選ばず自宅から参加
も可能、電子黒板との相性も良く、簡
単で利用のハードルが低いことを実感
したという。今後も遠隔授業研究で継
続して活用、更に国内・海外の垣根を
越えた新しい教育ツールとしての利用
を模索していく。
東京電機大学について
• 本部所在地 : 東京都千代田区神田錦
町 2-2

• 在校生数 : 10,524名（平成 22年 5
月 1日現在）
• 教員数 : 371名（平成 22年 5月 1
日現在）

“ 遠隔地との双方向コミュニケーションをとにかく簡単に行なえるツールということ
でWebExを＜授業研究＞に利用しています。”

̶  東京電機大学理工学部　教授　小島勇 (教育学博士／教育方法・臨床的教師研修 )

学外に遠隔授業を中継、学習者主体の授業研究を
WebExで簡単に実現

東京電機大学は 1907年の創立以来 ｢実学尊重 ｣
教育と基本理念 ｢技術は人なり｣を実現、技術で
社会に貢献する人材の育成を目指し、科学技術の
面白さを体験しながら学問を習得する教育を展開
している。

この「実学尊重」教育の一環として行なっている
「学生の手による遠隔授業研究」にシスコのWeb

会議ソリューションであるWebExを採用、学外を
含めた遠隔地との双方向コミュニケーションを既
存のパソコン端末とインターネット回線で簡単に
実現することに成功している。

利用前の課題
学生の手による「遠隔授業研究・模擬授業」の実
現　学習者中心の＜学び＞の創出

情報化社会の影響の下、学校教育も新しい時代の
ニーズと課題に対応した教育への取り組みが迫ら
れている。

同大学理工学部　小島勇教授は旧来の「指導者主
体」ではなく「学習者主体の＜学び＞」の時代が
到来していると語る。

「旧来型の教育の基本は教師側の指導や指導内容
が優先的され、学習者は教師の指導と展開に従い
学習活動をしていました。それに対し新しい「学習
者主体の学習では学習活動も含めた＜学び＞が学
習者中心となります。」

児童生徒達が場所や時間等のあらゆる制約を
越えて自ら学び対応する為の有効な手段として
e-Learningに着目、埼玉鳩山キャンパスの理工学
部教職志望学生有志を主体とした遠隔授業研究の
取り組みが始まった。

e-Learningとはいえ、オンデマンド型だと学習者は
主に受け手としての参加となり、受動的で双方向の
コミュニケーションが成り立たないという課題が残
る。そこでWebExを利用し、学習者が手軽に参加
出来、リアルタイムでの双方向コミュニケーション
が可能、全ての学習者が主体となる授業研究をス
タートさせることになる。

利用の結果
「全日本教職学生授業研修大会」をWebExで中
継　準備に専門的操作不要、有用性を実感
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図Ａ：WebExの注釈ツール、デスクトップ共有、ビデオ機能を活用
※第２回全国大会昼　電子黒板による遠隔授業研修（電機大学高校関先生）
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“WebExは電子黒板との相性が非常にいいことが分かりました。今後、学校現場でさらなる活
用を模索していきたいです。”

̶ 東京電機大学高等学校　山住教諭 (遠隔授業・情報教育)

互に聞き合うという共感的傾聴を原則とした相互
学習方式）を実施した。実際に運営に携わった理
工学部教職志望有志の学生からは以下のような感
想が寄せられた。

「遠隔でも授業が十分に出来ることが分かりまし
た。相手の表情から音声だけよりもスムーズに伝
わりました。」

「時間と場所を選ばず、自宅から参加出来るとい
う点は時間の節約になると思います。資料を印刷
しなくてもよい点は環境にも優しいと感じました。」
「使う前は『難しいのでは？』というイメージがあっ
たのですが、使っていくうちに身近なものである、
ということに気がついてきました。パワーポイント
をそのまま使うことが出来、パソコン上で電子黒板
的な使い方が出来たので良い授業が出来たと思い
ます。」

また東京電機大学高等学校　山住教諭は「全国大
会を通じてWebEx は電子黒板との相性がいいこ
とを確認できました。今後は使用方法とWebEx と
の組み合わせをどう行なっていくかを課題にして
いきたいです。」と抱負を語った。

今後の展開
国内・海外問わず、教育を必要としている子供達
の為の遠隔教育の実現に向けて

同大学では今後も継続してWebExを活用した遠
隔授業、模擬授業の研究を継続していく。また現
在は国内の教育実習生、学生、教職者向けの遠隔
授業提供、研究を行なっているが、将来的には国
内・海外を問わず場所、時間を越えた教育ツールと
しての活用が可能だと小島教授は期待していると
いう。

「ゆくゆくは学校という施設も無いような世界中の
子供達が必要な先生やインストラクター、仲間と出
会う為のインフラになるのではと期待しています。

また国内でもひきこもり児童など本当に教育を必
要としている子供達のサポートツールになるでしょ
う。日本にはまだそういった子供達向けの教育サ
ポートシステムが確立されていません。WebExを
是非そういった観点から活用出来ればと考えてい
ます。」

同大学の遠隔授業や新たな教育方法研究に引き
続き注目したい。

本インタビューもWebExで鳩山キャンパスとシスコ日本オフィスを繋いで行った

学生による遠隔授業研修報告 日本教師教育学会第18回研究大会（弘前大、2009）発表


